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を認めない，高齢無歯顎者 17名（男性: 8名, 女性: 9 名 平均年齢: 78.4
歳）とした．測定部位は上顎口蓋正中部，左側中間部，左側側方部の 3
カ所とした．測定部位を規定するための熱可塑性レジンシートでシーネを
製作し，直径 6 mm の測定孔を設けた．各部位は 3回ずつ測定した．超
音波厚さ計の探触子で各部位を加圧（1 N/sec）し，被験者が主観的に疼
痛を感知した時点で信号発生器のスイッチ押下を指示した．その時の信号
および超音波厚さ計の波形を記録し，ひずみゲージで求めた荷重量の推移
と同時に記録した．これらから，粘膜性状のパラメータである荷重前の義
歯支持粘膜の「厚さ」と硬さを示す「弾性率」，疼痛閾値のパラメータで
ある疼痛を生じた時点での粘膜の「沈下量」，それまでの「圧力」，および
「圧縮率」を算出した．  
【結果】若年有歯顎者 17名（平均年齢 29.5歳）と比較した結果，粘膜性
状のパラメータでは，全ての部位で高齢無歯顎者は若年有歯顎者より，粘
膜が厚く，弾性率は有意に小さな値を示した．疼痛閾値のパラメータでは，
沈下量は中間部のみで有意に小さな値を示し，正中部，側方部では同程度
の傾向を示した．圧力と圧縮率は全ての部位で高齢無歯顎者が若年有歯顎
者より小さな値を示した． 
【結論】以上の結果から，高齢無歯顎者の粘膜は厚く，軟らかいため，小
さな圧力で若年有歯顎者と同程度の沈下量を示した（中間部はやや小）．
圧縮率は粘膜が厚く，沈下量が同程度のため，若年有歯顎者より小さくな
ったと考えられる． 
これらのことから，高齢無歯顎者の粘膜は，若年有歯顎者に比べ，負担能
力が低い可能性が示唆された． 
